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婦人科産科臨床

産婦人科医のための 
感染症最新レクチャー

今月の
臨床

時を表す古典ギリシア語には，クロノス Χρόνοςとカイロス Καιρόςの 2つがあ
る．過去から未来に途切れることなく流れてゆく時間が「クロノス」であり，これ
に対して，何らかの事件によって時の流れが変わってしまう主観的時間が「カイロ
ス」である．明治維新や第二次大戦の終戦はわが国にとってのカイロスであるが，
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）も後年カイロスの一つとして記憶され
るであろう．2019 年末に中国から始まった流行は瞬く間に全世界を巻き込むパン
デミックとなり，4 年を経た現在 2024 年でもいまだ終息をみない．
COVID-19 のパンデミックはすべての診療科に大きな影響を与えたが，産婦人
科も例外ではない．一般的に産婦人科は，腫瘍学，周産期医学，生殖内分泌医学，
そして女性医学に大別される．産婦人科感染症は便宜上最後の女性医学に包括され
ることが多いが，実際にはHPV発がん（腫瘍学），早産，母子感染（周産期），不
妊不育（生殖内分泌），そして性感染症（女性医学）などすべての領域に深く関与
する．これに加えて，抗菌薬の適正使用や感染症の分子診断，ワクチンの効果と副
反応の啓発などは，すべての領域の産婦人科医が知らねばならない必須事項であ
る．
本誌増大号で感染症の特集を組むのは 6年ぶりである．その間，COVID-19 に
加えて，ESBL 産生菌やカルバペネマーゼなどの抗菌薬耐性や新たな診断法の登場，
分子生物学的技術による培養不能菌の同定，single cell level での免疫応答の解析
など，臨床微生物学，臨床免疫学，感染症学の進歩は著しく，以前の常識や慣習的
治療が通用しなくなっている．本特集では，産婦人科ならびに関連領域において，
実際に感染症の患者さんを診療あるいは研究し，世界に発信されている先生方を選
び，執筆をお願いした．私の親しい友人や同僚を中心として，わが国における産婦
人科感染症のドリームチームを組むことができたと自負している．ご多忙のなか，
ご協力いただいた先生方にお礼申し上げるとともに，本書が読者諸賢の診療・研究
の一助となることを祈念したい．

早川　智（日本大学医学部病態病理学系微生物学分野）
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